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花の病害虫 ( 9 )一一 リ ン ド ウ一一

リ ン ド ウ の生産状況
リ ン ド ウ の栽培 は昭和 10 年代か ら 始 ま り ， 栽培開始当

初 は ， 自 生の株を採取 し ， 圃場で栽培す る 方法が取 ら れ

た 。 昭和 30 年代 に な っ て種子か ら の栽培が始 ま り ， そ の

後面積が急激 に増加 し た 。 全国的な統計資料 に リ ン ド ウ

が取 り 上 げ ら れた の は， 昭和 54 年以降で， 昭和 55 年の

栽培面積 は 367ha で あ っ た が， 平成 3 年 に は 670ha に ま

で面積が増加 し て い る 。 生産額 は 平成 3 年 に は 47 億 円

で， 切 り 花全体の 1 1 位 と な っ て い る (面積及 び販売額

は ， 農林水産省果樹花 き 課調べ) 。

リ ン ド ウ は 夏季冷涼 な地域での栽培が多 く ， 岩手県，

長野県， 福島県， 山形県， 及び栃木県が主 な生産県であ

る が， 中国， 九州地方 (鳥取， 岡 山， 福 岡， 熊本各県)

の 高標高地での栽培 も 多 い 。

作型 は ， 大 き く はパ イ プノ 、 ウ ス を利用 し た 半促成栽培

と ， 露地栽培 に 分 け ら れ， 大部分 は露地栽培であ る 。 半

促成栽培の場合 は ， 6�7 月 に 採花 さ れ， 露地栽培の場合

は， 早生か ら 極晩生品種 を 用 い て 7�1 1 月 ま で採花が行

な わ れ る 。 花色 は 紫色が多 く ， ほ か に ピ ン ク 系， 白色系

があ る 。 ま た ほ と ん どが切 り 花栽培で， 鉢物 は少 な い。

品種は， エ ゾ リ ン ド ウ ( Gentiana triflora) ， サ サ リ ン

ド ウ ( G. scabra) の選抜 ・ 固定種及び こ れ ら の種内， 種間

一代雑種が主流で， ほ か に エ ゾ リ ン ド ウ の変種エ ゾオ ヤ

マ リ ン ド ウ を 交配親 と し て い る 品種 も あ る 。 平成 4 年現

在 33 の登録品種が あ る が， こ の ほ か に も 在来種の選抜系

統 ( 固定種) も 多数栽培 さ れて い る 。 特定の 品種が全国

で栽培 さ れ る こ と は ほ と ん ど な く ， 各県独 自 の 品種系統

が栽培 さ れ る の が ほ と ん ど で あ る 。

リ ン ド ウ に発生す る病害 と そ の防除
リ ン ド ウ の病害で最 も 一般的で， 薬剤防除の 主対象 に

な る も の は， 葉枯病 と 花腐菌核病で あ る 。 葉枯病 は， 初

め黄褐色の輪郭 の ぼや け た病斑がで き ， 後 に 1cm 程の 円

形 ま た は葉脈 に さ え ぎ ら れた 褐色病斑 を 作 る 。 病斑上 に

黒色小粒の柄子殻が多数形成 さ れ る の が特徴で， 診断の

ポ イ ン ト と な る 。 有効 な薬剤 は 多 い が， 潜伏期聞が 20 日

前後 と 長 い た め ， 防除が手遅 れ に な る 例 も 多 く ， 発生の

初期か ら の薬剤防除が必要で あ る 。 花腐菌核病 は花器 に

の み感染す る 。 初 め 水浸状の不整形病斑が作 ら れ， 病斑

部 は 紫色品種の場合 ピ ン ク 色 に な る の が特徴で， 病勢が

進展す る と 花腐症状， 茎枯症状 を呈す る 。 本病 は越冬 ・

越夏 し た 菌核上 に 形成 さ れた 子実体か ら 子の う 胞子が飛
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散 し て感染す る た め ， 8 月 下旬�1O 月 末 に 発生す る 。 8 月

上旬 ま で に 採花 さ れ る 半促成栽培や早生品種での発生 は

み ら れな い。 チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル剤， イ ミ ノ ク タ ジ ン

酢酸塩剤 ( 及 び ポ リ オ キ シ ン と の 混合剤) が有効 で あ

る 。 ま た ， 伝染源 と な る 発病茎の除去 も 重要 で あ る 。

灰色か び病の花器の病斑 は ， 花腐菌核病 と 混同 さ れや

す い が， 灰色か び病で は 花弁 は ピ ン ク 色 に な ら ず淡褐色

と な り ， 約 に 灰色の か びが密生 し て い る こ と が多 い。 ま

た ， 灰色か び病 は葉 の 先端部 か ら 発病 し ， 心止 り 症状 に

な る こ と も あ る 。 防除 に は， TPN 剤， ジ カ ル ボ キ シ イ ミ

ド 系薬剤が使用 さ れ る 。

褐色根腐病 は ， 初 め ， 根 に 水浸状 の褐色病斑が生 じ ，

やがて拡大 し ， 不整形の や や へ こ ん だ赤褐色の病斑 と な

り ， 腐敗す る 。 こ の た め， 地上部の生育が不良 に な り 葉

が し お れ， 枯死す る 。 発生圃場では大 き な被害 を も た ら

す。 本病 は土壌伝染す る た め ， 発生園場の土壌消毒， 田

畑輪換が必要であ る 。 ま た ， 発病苗の本圃持 ち 込み を 防

ぐ た め ， 育苗床 の土壌消毒， 苗の薬剤浸漬処理 な ど が行

わ れて い る 。

ウ イ ル ス に よ る 病害 は ， CMV， BBWV に よ る モ ザ イ

ク 病， BYMV に よ る え そ 萎縮病がみ ら れ る 。 モ ザイ ク 病

は葉の モ ザ イ ク ， 縮薬， え そ ， 糸葉状奇形等の症状が知

ら れ る が， 病原 に よ る 症状 の差 は 明 ら か で な い。 え そ 萎

縮病 は， 初 め え そ 斑点 を 生 じ ， そ の後下位葉か ら え そ を

起 こ し ， 株全体が激 し く 萎縮枯死す る 。 い ずれ も 行 き ず

り の ア ブ ラ ム シ に よ る 媒介が主体 と 考 え ら れて い る が，

不明な点 も 多 く ， 対策 に苦慮 し て い る 。

発生 は 少 な い が， 褐斑病， 茎枯病， 炭 そ 病 (仮称) も

み ら れ る 。 褐斑病 は ， 初 め 灰 白色の小斑点， 後 に 5mm 前

後の円形褐色病斑 と な る 。 発生す る と 壊滅的な被害 に つ

なが る こ と も あ る 。 圃場単位で発生量が大 き く 異 な る の

が特徴で， 多発圃場 で は毎年発生す る 。 本病 に は銅剤，

マ ン ネ プ剤， TPN 剤及びア ンパム 剤が有効で あ る 。 茎枯

病 は ， 年 に よ り 散見 さ れ る 。 7 月 以降の高温多湿期 に 茎が

侵 さ れ， 白色や ピ ン ク 色 の か び を 生 じ る 。 本病 に は チ オ

フ ァ ネ ー ト メ チ ル剤が有効で あ る 。 炭 そ 病 は ， 茎の 先端

部か ら lOcm 前後の 葉基部が発病 し， し お れ， 鮭肉色の胞

子塊がみ ら れ る 。 本病 は葉枯病 と の 同時防除が可能であ

る 。
TRV に よ る 斑紋病， MLO に よ る て ん ぐ 巣病， 糸状菌

病の 白網病は， 近年 は ほ と ん ど発生 を み な い。

こ の ほ か に ， 育苗期 に は， Rhizoclonia に よ る 立枯れ症

状， A lternaria に よ る と 考 え ら れ る 斑点症状が認 め ら

れ， 生育遅延や株落 ち の原因 と な っ て い る 。

(岩手県園芸試験場 赤坂安盛)


